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中国語の「三音節語」をどう教えるか

Abstract

In this study, we examine Three-syllable words that are taught as vocabulary in modern 

Chinese from the perspective of vocabulary instruction toward learners who are chiefly native 

speakers of Japanese. First, we will investigate how Three-syllable words are introduced 

and presented in textbooks and learning dictionaries. We then conduct a consideration and 

analysis in accordance with our research objective of overall innovation and improvement 

of vocabulary instruction toward learners, from the viewpoint of application of contents of 

learning mainly within the field of lexicology. In addition, we cite examples of specific Three-

syllable Chinese words that are likely to be taught as vocabulary, determine what vocabulary 

information will be beneficial to learners, and describe our establishment of an effective 

instruction method for Three-syllable Chinese words.

０．はじめに

中国語の学習語彙としての三音節語１）には、語彙教育と学習の観点から様々な課題が存在

し、検討の余地がある。全般的な中国語語彙教育において、当然のことながら三音節語は単音

節語や二音節語に比べると数が少なく、学習語彙全体における比率も低い。さらに、初期段階

で学習すべきとされる基本語彙の中に三音節語は少ない。ただ、近年の中国語の新語や流行語

には三音節語が多く、また一般的に類接辞と称される成分を含んだ三音節語が増加傾向にある

との指摘があり２）、将来的な語彙教育の課題を検討するにあたり、三音節語の存在は決して軽

視できるものではない。

筆者は日本の大学等の中国語教育における語彙教育において、所謂「語彙論的（体系）知識」

を明示的学習項目として、文法面における学習事項とある程度は同列に扱うのが望ましいと考

えている。１つの語が持つ様々な語彙情報を応用し、「語彙知識の深さ」をより重視した一つ
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の側面から考える語彙教育や学習があることはよく知られている。これらの語彙論における事

項を応用することで三音節語の効果的な教授法について、新たな視点から提言できる可能性が

高いと考えた。

語構成の面で、合成語の二音節語が基本的にその二つの形態素の「１＋１」の関係性のみで

あるのに対して、三音節語には「１＋２型」や「２＋１型」を中心に、さらに “短平快”「１

＋１＋１型」など、複数の形式がある。加えて、「修飾」、「動目」、「動補」など語構造を含め

ると、同じ三音節語でも多数のタイプの存在が認められる。また、主に接辞を使用する付加型

の合成語についても、とりわけ “多～”、“反～”、“超～”、“～性”、“～化” などの類接辞と言わ

れる成分を含む三音節語が目立つ。そのほか、一般的に慣用語と称される主に動目構造の三音

節語の存在や、縮約され三音節語となる略語や反対に二音節語から拡張した三音節語が多いと

いった語形成の面から、三音節語はよく考察の対象にもなっている。前述したように近年の新

語や流行語においても、“沉浸式”、“服贸会”、“烟火气”、“冰墩墩” など、三音節語が目立つと

いう現象や音訳語の外来語に三音節語が多いといった特徴も見られる。このように三音節語は

語彙論における「語形」、「位相」、「熟語」など、様々な面での事項と密接な関係がある。

日本語の漢語語彙との関係性の面から見ると、二音節語の日中同形語より、全体的にその関

係性は希薄であり、同形異義語や同形類義語は少ないと見られる３）。ただ、それほど数は多く

ないものの、“家务事”、“一口气”、“眼睫毛” など、日本語では一般的に二字語で表現される事

象が、中国語では三音節語（三字語）となる例が見られる。さらに、“飞机场”、“科学家”、“发

电厂” など、同じ三音節語において、その中の一つの形態素のみ異なる語もある。これらの例

については、日本語母語話者の中国語学習者に負の転移をもたらす蓋然性が認められ、教育の

場において注意が必要となろう。

こうした様々な語彙情報を有効に活用した個々の事例を含めた広い意味での教授法が必要で

あり、三音節語についての研究の蓄積を踏まえて日本語母語話者の学習者を対象とした具体的

な教授法を提案しようというのが、本稿におけるリサーチクエスチョンである。したがって、本

稿では、まず教育の実践現場で使用される教材や学習辞書、学習ガイドライン等における三音

節語の導入や提示内容について調査した結果を示す。次に、語彙論における学習と関連性が強

いと見られる各事項から三音節語の教授時に留意すべき点などを検討していく。さらに、学習

語となり得る個別の三音節語に着目し、それらのうちの三語を代表例として学習者に対する有

益な語彙情報とは何かについて例示し、効果的な教育の展開に向けた具体的な提言を行なう。

１．三音節語に関する研究と成果

中国語の語彙体系の中で、単音節語や二音節語と比較すると周辺的な存在であると見なされ

がちな三音節語であるが、呂叔湘（1963）における三音節語に関する記述に応じ、中国国内の
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研究者による注目を浴び始めた４）。その後、語彙史、語構成や類接辞、造語法、新語・外来語

など、様々な角度から三音節語をテーマとした研究が展開されている状況がうかがえる。近年、

中国国内で出版された研究書には杨书俊（2015）《现代汉语三音节词语研究》、曹向华（2022）

《现代汉语三音节词语研究》があり現代中国語の語彙体系における三音節語の性質や特徴のほ

か、辞書やガイドラインにおける提示、語形や語義、用法などに関する論述が見られる。また、

辞書には王彦坤編著（2005）《现代汉语三音词词典》が見られる。日本における研究では、袁

暁今（2014）の常用語における多数の三音節名詞について、その構造性や構成要素の語彙的性

質、クオリア構造などに関する論述があり、その巻末に付される多くの語彙情報を示した一覧

表は三音節語の全体像を知る上で、大変貴重な資料となる。中国国内では三音節語に関する数

多くの研究論文や学位論文が発表されているが、その中で中国語学習辞書、HSK（漢語水平

考試）の語彙ガイドライン、対外漢語教育用教材における三音節語に対する調査や考察が行わ

れている。

中国語の語彙教育の中で、具体的にどのような三音節語が採用されていて、また全体の学

習語彙の中でどのくらいの比率を占めているのかという点も、おおむね明らかにされている。

杨书俊（2015：8）には、《现代汉语词典增补本》（商务印书馆）に収録される約６万語のうち、

5100あまりの語が三音節語であるとの記載が見られる。曹向华（2021：17）では《现代汉语词

典第六版》（商务印书馆）において、合計6230の三音節語句やフレーズが収録され、そのうち

語の表記がなされている（語と認定できる）のは5565語であるとの記載が見られる。白云（2014：

29⊖30）では、旧HSKのガイドラインである《汉语水平词汇与汉字等级大纲》では甲級から

丁級まで、合計235の三音節語が収録されていて、全体の2.66％を占めるとの調査結果が示さ

れる。また、《新 HSK 等级》では１級から６級まで合計112の三音節語が見られ、全体の2.24％

を占めるとされている５）。

本章では、以下でガイドラインやテキスト、辞書において三音節語がどのように扱われてい

るのか、先行研究に基づいて詳細を確認していく。

１．１　「中国語初級段階学習指導ガイドライン（2007年）」における三音節語

日本中国語教育学会学力基準プロジェクト委員会による編纂で、学会HPで公開されてい

る「中国語初級段階学習指導ガイドライン（2007年）」には、第１表（600語）、第２表（400語）

の計1000語が示される。その中の三音節語の収録状況を調査したところ、下記のように一定数

存在することが明らかとなった。下に示す＜表１＞＜表２＞は、収録されていた三音節語（末

尾が “儿” の語を含む）の例で、表内の数字はガイドラインにおける表示番号である。
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＜表１＞「第１表分」

＜表２＞「第２表分」

上の＜表１＞＜表２＞から分かる通り、計28（そのうち、末尾が “儿” の語は６語）の三音

節語があった。全収録語における2.8％を占めることになる。日本語の漢語語彙と同形同義で

ある語は “十一月”、“十二月”、“留学生”、“图书馆” の４語のみで、そのほかは日本語の語形に

はない語であった。

１．２　授業用中国語テキストにおける三音節語

日本の中国語教育現場で、主に授業用テキストとして使用されている日本で出版された既習

者用の初中級或いは中級レベルのテキスト20冊における三音節語の収録状況について、独自

に調査した６）。調査対象としたのは日本国内で出版され、主に大学等の授業用として使用され

ているテキストである。「本文」、「新出語句」、「学習ポイント」、「練習問題」等の要素から一

課分が成り立つテキストで、いわゆる総合型のテキストと見なせるものである。出版社や著者

は、ばらつきが出るように選定しているが、特に厳密な基準で選定したものではなく、勤務校

の共同研究室にも保管されているような、身近で使用実績のあるものを中心に選定した。基準

を設定しづらい面があることや、身近な教育現場の現状から検討するという目的に従えば、こ

のような選定方法で大きな問題は生じないと判断した。

調査においては、新出語句等の箇所にピンインと訳語とともにリストアップされている語や

巻末に付されている語彙索引を使用した。作業段階において、三音節語であるのか、もしくは

フレーズ（連語）であるのか、その判別が難しい場合は《现代汉语词典第七版》（商务印书馆）

などの辞書を参照し、おおむね見出し語として提示があり、学習者に教える時、単語と見なし

たほうが良いと経験上判断できる例は三音節語と見なした。逆説的ではあるが、この選定基準

は教員がどう教えたいかというところから逆算して何を選ぶかという基準が生じる面もあり、

とりわけ「１＋２」型の動目構造の例が語かフレーズかという点について個人的な経験に基づ

いた判断が入っている。儿化を伴う語については、主に同書において “书面上有时儿化有时不

377　十二月 378　十一月 434　图书馆 449　为什么 487　星期二

488　星期六 489　星期日 490　星期三 491　星期四 492　星期天

493　星期五 494　星期一 513　一点儿 516　一会儿 517　一块儿

542　有点儿 543　有意思 564　怎么样 592　自行车

 6　办公室  32　差不多 165　开玩笑 182　来不及 200　聊天儿

204　留学生 329　小孩儿 361　有时候 367　圆珠笔
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儿化，口语里必须儿化的词” ７）と判別されている語は調査対象として、それ以外の語について

はおおよそ除外した。また、三字の人名についても対象外とした。以下＜表３＞で本調査に関

する結果を示し、それに続いてデータについて補足する。

＜表３＞

20冊のテキストにおいて、延べ約900語、異なり語としては624語を収集した。３冊以上のテ

キストにおいて見られた語は上の表に示す通り、計55語であり、ほとんどの語は１冊のテキス

トのみに見られた。品詞については、名詞が大多数を占めた。この点は、三音節語の全体的な

特徴としてよく指摘される三音節語は名詞が高い比率を占めるという状況と合致している９）。

また、固有名詞は64語で、名詞全体の約13.8％を占める。名詞以外の品詞では、“闹肚子”、“谈

恋爱”、“自驾游” などの動詞が名詞に次いで多いが、「１＋２」型の動目構造である例が多い。

また、中間の造語成分が “得” 或いは “不” で構成される “来得及”、“对不起” などの語や二音節

の方向補語的な成分で構成される “看上去” など、補足型語構成の例がある。形容詞は多くな

いが “一次性”、“不要紧” などのほか、ABB式形容詞と称される “静悄悄”、“白茫茫” などの

語が多い。副詞は “说不定”、“实际上” などで、接続詞などの虚詞も少数ながら見られた。三

音節語の語構造を見ると、「２＋１」型が最も多く、「１＋２型」と判断できる語を上回った10）。

異なり語数 品詞８） 高頻度語（３冊以上）

624 名詞　463 （固有名詞 64）
動詞　101 （補足型 38）
形容詞 32（ABB式 11）
副詞　 21
その他 14

差不多、越来越、有点儿

为什么、开玩笑、感兴趣

情人节、什么的、有时候

一会儿、便利店、不得不

不要紧、电视剧、对不起

公交车、怪不得、好玩儿

好好儿、化妆品、加拿大

老百姓、慢慢儿、末班车

年夜饭、巧克力、太极拳

西红柿、研究生、怎么样

自助餐、奥运会、北海道

差点儿、动物园、方便面

红绿灯、互联网、健身房

看起来、来不及、连衣裙

了不起、聊天儿、没关系

生鱼片、圣诞节、受欢迎

谈恋爱、图书馆、压岁钱

要不然、一点儿、运动员

自行车
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これら以外に外来語の音訳語など単純語である語も一部見られた。また地名などの固有名詞が

一定の割合を占めている状況がうかがえるが、これは中級テキストの課文では、中国或いは日

本の時事・歴史・文化を紹介する文が多いことが理由にあると考えられる。日本で出版された

テキストでは日本国内の文化・社会の様々な話題を取り上げることが多いため、“赏樱花”、“富

士山”、“彦根喵”、“机器猫”、“校园节” などの日本の文化に関わる三音節語が見られた。この度

の調査によって収集した三音節語の中で、《现代汉语词典（第七版）》（商务印书馆）において

見出し語として収録されていたのは計239語で、全体の約38.3％であった11）。《新 HSK 词汇大

纲（2009年度版）》のガイドラインにある語は53語で、レベル別に見ると、最も多かったのは 

“老百姓”、“动画片” など、５級レベルの19語であった。そのほか、ABB式の形容詞は “静悄悄”

など11語あった。また、“走后门” など主に動目構造の慣用語と言われる三音節語と見なせる

のは計７語であった。

日本語の同形語の観点から言えば、まず収集した三音節語の中で、日本語との同形語が108

語あった12）。このうち、ほとんどが “奖学金”、“记忆力”、“繁体字” など同形同義語であると判

別できる例であったが、“运动员”、“第一次”、“研究生”、“志愿者”、“小册子” など、若干の語義

や用法の差異が認められる同形類義語や同形異義語も一部見られた。また “洗衣机”、“地图册”、

“科学家”、“航空信”、“幼儿园” など、語を構成する形態素の中の１つが異なると判別できるタ

イプは100語あった。また “荞麦面”、“基本上”、“强有力”、“一口气” など日本語の相当する語

が通常は二字語であるのに対し、中国語では三音節語（三字語）であると判別ができる中日の

二言語の語彙の特殊な関係性が認められるタイプの語は12語あった。

１．３　学習辞書における三音節語の収録状況及び記述について

中国国内では《现代汉语词典（商务印书馆）》のような国内向けの一般辞書の他、外国人留

学生向けの学習辞書が多数出版されている。本稿では、近年の新語も含まれるものと以前から

のスタンダードとして見なせるものということで、《当代汉语学习词典》と《商务馆学汉语词典》

（以下では、略称としてそれぞれ《当》《商》と示す。）の２冊の学習辞書について、三音節語

に関する収録状況等を調査した13）。

＜表４＞

《当》では、114語の三音節語が見出し語とされているが、全体の見出し語数の約1.7％を占

める。《商》では、564語の三音節語が見出し語とされているが、全体の見出し語の約５％を占

辞書名 三音節語数 品詞14）

《当代汉语学习词典》 114 名 79　動14　形 7　副 8　その他12

《商务馆学汉语词典》 564 名435　動33　形33　副17　その他52
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める。名詞が最も多く、三音節語全体のおおよそ８割近くを占めている。動詞も少数ながら見

られるが、《当》では動詞14語のうち、中間の成分が “得” か “不” で構成される “来得及”、“对

不起” など補足型である例が10語で、“纳闷儿”、“聊天儿” のように、末尾が “儿” の語が２例

であった。形容詞について、《当》では７語見られたが、“不要紧”、“了不起” などのようにす

べてに “不” が含まれる語であった。《商》では、33語のうち、“美滋滋”、“活生生” など ABB

式形容詞が16語あり、おおよそ半数を占める。副詞についても一部見られたが、特徴として、

《当》“不由得（动）（副）”、“大不了（形）（副）” など兼類である語が多いことが指摘できる。

語の意味の面から観察すると、《商》では呼称などの機能を持つ語のほか、人を示す “老太婆”、

“外祖父”、“负责人”、“服务员”、“评论员” などの語が85語あり、三音節全体の約15％を占めた。

また “汽车站”、“秘书处”、“服务台”、“音乐厅” など何らかの場所に関わる意味を示す語は、66

語であった。

２．「語彙知識の深さ」を重視した教育

主に日本語母語話者の学習者に対する中国語教育において、語彙論における語形、語義など

を中心とした様々な事項の導入を筆者はこれまで主張してきた。これは「語彙知識の広さ」の

みならず、所謂「語彙知識の深さ」を重視した語彙教育の方法の確立を研究目的とするもので

ある。本稿で取り上げる三音節語については、教育の実践現場で応用が可能である様々な語彙

論的事項と関係性が深いと言える。三音節語には単音節語や二音節語からは見いだせないよう

な語彙的な性質や特徴を具えることがあり、この点は語彙教育と学習において応用できる可能

性が高く、語彙教育の全般的な刷新や改善に向け大きく寄与することが考えられる。本章では、

先行研究において示された知見や、上述の調査で選定した事例を踏まえ、以下「語構成」、「形

態素」、「接辞」、「語義の体系性」、「意味項」の観点から、主に日本語母語話者に教授する場面

を想定して、留意すべき点を確認していく。

２．１　語構成

多くの先行研究で指摘されているように、「２＋１型」の修飾構造の三音節語が多数を占める。

その中には、日本語母語話者の学習者にとって、“出版社” や “图书馆” など、日中同形同義語

で学習が比較的容易な語がある。その他、“家常菜” や “工薪族” などは語を総体的に理解する

より、形態素に拠り分解し、修飾構造であるとの理解を通して学習する方が効果的なタイプも

存在する。また、“下功夫” や “来不及” などの動目構造や動補構造の語についても、同様に語

構成の面からの理解を通して学習することで、同じ構造をもつフレーズ（連語）に関する統語

面での理解度を高めることが期待できる。中級から上級レベルの学習者に対する語彙教育では、

三音節語の語構成の多様性を内容に含めることで、学習者の語彙力の向上が見込める15）。その



8

慶應義塾 外国語教育研究 第20号

他、外来語の音訳成分、連綿語、接辞や類接辞を用いた付加型の語構成、並列構造などの三音

節語の語構成に関する性質や特徴は学習者が語彙学習において、所謂「語彙知識の深さ」の面

からの学習や理解の重要性を認識することにつながると言える。

２．２　形態素（語の造語成分）

「２＋１型」や「１＋２型」の三音節語を構成する成分の主要な単位となる二音節の方の成

分を見ると、それが単独で使用が可能となる、つまり語としての機能を持つものがある16）。教

育上の新出語句という観点から述べれば、学習者はその二音節語は既習である状況がある。例

えば “电视剧” は、すでに学習している “电视” を応用して、“电视剧” という三音節語を学習

することができる。また、例えば “胡萝卜” は、学習時点で “萝卜” は未習であると考えられるが、

このような場合は三音節語の学習を通して、その造語成分の二音節語の学習をするのが効果的

であると言える。

その一方で、例えば、“无车日”、“自行车”、“西红柿” などにおける “无车” や “自行”、“红柿”

といった二音節の成分は語と見なせず単独では使用できない。つまり三音節語を構成するため

の一時的に組み合わせた成分である17）。このような場合、“无车日”、“婚外恋”、“吸尘器” にお

ける “无车”、“婚外”、“吸尘” など、字義から語義がある程度類推できる場合は学習者にとっ

ての難易度はそれほど高くないと言える。一方で、“红柿” や “自行” など、二音節の成分につ

いて漢字からの語義の類推が困難である、もしくは誤りやすい例については、日本語母語話者

にとって難しいタイプの学習語彙として判断できる。同様に、“互联网”、“服贸会”、“房地产”、

“歇后语”、“公交车”、“连衣裙” などの語がこのタイプであると見なせる。

２．３　接辞（付加型語構成）

“老百姓” や “一下子” など、典型的な接頭辞の “老”、接尾辞の “子” などや、類接辞と言わ

れる “超～”、“反～”、“亚～”、“～性”、“～化”、“～然” などの成分から構成される三音節語が

ある。杨书俊（2016：34）における《现代汉语词典》に対する調査では、このような付加型の

語構成は全体の三音節語の中で4.82％を占め、“定中”、“动宾”、“补充” 構造の語に次いで４番

目の比率の高さであるとされる。曾立英（2008：84）では、三字語においてよく使用される23

の類接頭辞と53の類接尾辞が提示されている。二音節語の学習と同様、その字義から語義を認

識することがないよう、これらが接辞であるという語彙論における知識が学習効率を上げるこ

とが考えられる。近年、中国語の三音節の新語では接辞や類接辞を用いた付加型の語構成をも

つ語が多いとの指摘がある18）。近年の新語において使用が目立つ類接辞について、夏中华、姜

敬槐（2013：79）では、“族、哥、姐、爷、妹、帝、体、门、奴、令、代、客、控、秀、员、军、

潮、风、一代、二代、立方” といった類接辞としての接尾辞、“被、微、软、山寨” などの類接



9

中国語の「三音節語」をどう教えるか

辞としての接頭辞が示されている。また、张静媛（2022：35）では “微、零、被、神、软、硬”

などの接頭辞、“族、门、体、奴、控、户、客、党、粉、宝、热、师、爷、症、力、码、令”

などの接尾辞が新興の類接辞として示されている19）。

これらの類接辞を参考に、日本語母語話者の語彙学習という観点から考察を行なう。このよ

うな成分は日本語の語彙と対照すると、おおよそ三つのタイプに分類ができる。一つ目は、日

本語にも語の造語成分として同様の形態素があり、ほぼ同形同義の関係性が認められるもので

ある（例：族，员，党，症，被など）。これらは、最も容易に学習や習得が可能である。二つ

目は日本語には同形の形態素はない、もしくはほとんど使用されないが、漢字の字義からある

程度はその意味や用法が学習者にとって類推できるものがある（例：帝，代，宝，潮，二代，

微など）。これらは漢字の知識を応用すれば、日本語母語話者の学習者にとって、理解が比較

的容易であると考えられる。字義から類推がある程度可能であり、日本語に同形同義の語の構

成要素としての成分が存在する場合でも、生産性や語形成の面で大きく差異がある場合は、ま

た別の面の問題が生じる20）。さらに、三つ目として日本語にはなく、日本語と異形の関係であ

り、また漢字の字義から類推がほぼできない（字義から誤解が生じやすいタイプ）接辞がある

（例：控，秀，粉，山寨，爷など）。これらの類接辞については、学習者にとっては難易度が最

も高く、学習後の定着度も低くなる。したがって、教員はこの三つ目のタイプの類接辞に対し

て、最も注意を払うことが重要であると考える。

２．４　語義の体系性（類義語・反義語）

二音節語と比較すると、三音節語に関する類義語や反義語といった語義の体系性から見た問

題は減少するようである。学習上常用される類義語辞典を見ると、一定程度の三音節語の収録

が見られる。しかし、単音節語や二音節語と比べると辞書全体の収録語における比率はかなり

低い。

筆者はこのたび２冊の類義語辞典を調査した21）。赵新、李英主编（2009）《学汉语近义词词典》

では辞書の収録語全体の約900組の類義語のうち “百分比 ⊖百分点”、“不得了 ⊖了不得” など、

28組の見出し語に三音節語が見られた。佟慧君、梅立崇主编（2002）《汉语同义词词典》では、“恨

不得 ⊖巴不得”、“不得了 ⊖了不得” などの補足型の構成の三音節語や、“红扑扑 ⊖红彤彤”、“气

冲冲 ⊖气乎乎” などの ABB式形容詞の収録が見られた。ただ、三音節語の収録は12組にとど

まり、辞書全体の収録語における比率は高くない。

さらに三音節語の反義語についての様相を明らかにするために、２冊の反義語辞典を調べて

見た22）。朱景松主编（2014）《现代汉语反义词词典》では “出发点 ⊖落脚点”、“当事人 ⊖局外人”、 

“灵活性 ⊖原则性” などの一般名詞や “急匆匆 ⊖慢悠悠”、“沉甸甸 ⊖轻飘飘” などの ABB式形

容詞の反義語が見られる。また、“轻工业 ⊖重工业”、“硬广告 ⊖软广告” など、単語の一部の形
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態素のみが反義の関係である例がいくつか見られた。辞書においては38組の反義語に三音節語

が見られたが、辞書全体の収録語（約2000組）から見ると、やはり二音節語が中心で、三音

節語の比率はそれほど高くない。张志毅、张庆云（2008）《新华反义词词典（中型本）》では、

123組の三音節の反義語が見られたが23）、類義語と比較すると、顕著な反義関係をもつ例が若

干多いことが指摘できる。

これらの辞書における収録語から見てわかる通り、類義語や反義語と認められる語の中心は

二音節語であり、三音節語から検討する必要性は一見すると高くない。しかし、日本語母語話

者の学習者にとっては、同形語の “共和制 ⊖君主制”、“轻工业 ⊖重工业” 等の学習が容易であ

るタイプの語がある一方で、“不一定 ⊖说不定”、“不由得 ⊖禁不住” などの副詞性の類義語や、

“白茫茫 ⊖黑沉沉” などの ABB式形容詞は、教える際は注意を要するタイプの語である。中に

は、二音節語の反義語と同様、“单方面 ⊖多方面”、“简单化 ⊖复杂化” のように一方の語は日本

語と同形語であるが、もう一方の語は日本語には存在しない、もしくはほとんど使用されない

語がある。このような場合、教育や学習においては、とりわけ日本語からの干渉の防止に注意

を要する。

２．５　意味項（多義性）

１．３において２冊の中国語学習辞典の三音節語の収録状況を調査した結果を示した。さら

に見出し語として提示されている三音節語の意味項の数を調べて見たが、その結果を以下の 

＜表５＞に示す。

＜表５＞

《当》では収録語114語のうち、81語が１つの意味項であり、また27語が２つの意味項であっ

た。さらに、３語（“不得了”、“委员会”、“玩意儿”）が３つの意味項が記され、２語（“差不多”、

“心眼儿”）が４つの意味項が記されていた。“怎么样” には６つの意味項が付されていて、最も

多かった。《商》では564語のうち、516語が１つの意味項であり、また46語が２つの意味項で

あった。さらに、１語が３つの意味項（“神经病”）、１語（“一会儿”）が４つの意味項であった。

この結果は二音節語との明確な相違点として指摘できる。三音節語の学習辞書における意味項

として設けられる数は、単音節語や二音節語と比較すると全体的に少ないと言える24）。

複数の意味項が示されていた例は “怪不得” や “过得去” などの全体的に補足型の語構成で

辞書名 三音節語数 意味項数平均

≪当代汉语学习词典≫ 114 約 1.39

≪商务馆学汉语词典≫ 564 約 1.09
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ある語や、“积极性”、“不由得”、“不要紧” など形容詞や副詞性の語が多くを占めた。したがっ

て、語の多義性という観点から述べれば、単音節語や二音節語と比べると単義的な傾向が認め

られ、学者者にとっては比較的容易に学習や習得ができると見なせる。ただ、学習語としての

観点から個別の事例を考察すると、一口に複数の意味項が設けられる三音節語と言っても、実

際は様々な問題がある。例えば、《当》には下記のように “老太太”、“加油站” という三音節語

に２つの意味項が示されている25）。

“老太太”

① 对老年妇女的尊称

② 对年老的母亲、婆婆和岳母的尊称

“加油站”

① 对汽车等机动车辆补充汽油、柴油等服务的地方，一般设置在交通干道上

② 比喻为某种行为、信念等鼓劲的事物

語自体の学習については、“加油站” は「ガソリンスタンド」に対し、“老太太” の方は、適

確な日本語の対訳語を定めるのが難しい分、学習上の難易度がやや高まると見なせる。ただ、

意味項の面から見ると、上に示したように日本語の「ガソリンスタンド」には②意味項の方

の比喩的に用いられる意味ではほとんど使用されないため、初級の学習者がこのような意味項

を学ぶ必要があるのかという問題はあるが、全体的には学習者が容易である語とは言えない。

このように個別の語の意味項間の関係性を見ると様々な例がある。一方で、全体的に見れば

三音節語の辞書における意味項は大多数が１つのみである状況から、三音節語の特に名詞につ

いては単義的であると言える。そのため、多くの単音節語や二音節語に見られる多義性の問題

は全体的に少ないと見なせる。

３．具体例から見る学習上必要な語彙知識

ここでは、本稿１．２の＜表３＞に示した語の中から、三語を取り上げ、主に語彙論におけ

る性質や特徴に着目し、本稿の主に２．１～２．５で言及した内容に基づき、学習上必要となる

語彙知識について考察を行なう。

３．１　方便面 fāngbiànmiàn

おおよそ1990年代に新語として使用され始めた三音節語である。“快食面”、“速食面” などの

類義の語が併用されているが、現在でも使用頻度は高く常用語彙であるとの認識ができる。日

本語には同形語がなく、訳語は「インスタントラーメン」が当てられる。《新 HSK 词汇大纲》
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の語彙表６級までには入っていないが、日本の初習者用テキストに導入されることもある。三

音節語に最も多いタイプの「２＋１型」の修飾型の構成である。造語成分の “方便” は日本語

と同形異義の関係で注意が必要であるが、“方便面” を学習する段階では、“方便” は通常、学

習済みであると言える。また、“面” についても “拉面”、“炒面”、“面条” などを学習済みであ

る状況から、日本語の「麺」との字形の差異はあるものの理解は比較容易であると見なせる。

したがって、学習語として導入する際は既習の “方便” と “面” の確認（復習）を通して、造

語成分を兼ね合わせた語構成の角度から学習者に教えるのが効果的であると考える。

３．２　健身房 jiànshēnfáng

日本語には同形語がなく、教材や辞書では「スポーツジム」という訳語が当てられることが

多い26）。《新 HSK 词汇大纲（2009年版）》の語彙表には５級レベルにある。学習辞書の意味記

述を見ると、三音節語に最も多いタイプの「２＋１型」の修飾型の構成であることがわかる。

“健身” という前の二音節の成分は自立語であると見なせるが、学習者が “健身房” を学習する

段階で、“健身” を知っているか不確定な状況を考えると、前述した “方便面” とは異なる。“房

间”、“住房” という語は既習である点や日本語の「工房」、「厨房」などの漢語語彙の存在から

造語成分の “房” に対する理解はそれほど難しくない。ただ、日本語には身体を鍛えることや、

健康促進の運動のためのスポーツ施設に “房” を用いることは少ない。“住房”、“公房”、“单人

房”、“书房” などの例を提示して “房” で構成される語が豊富であり、生産性はやや高いこと

が学習者にとって有益な知識となり得る。この語を含んだ用例の提示について、「～に行って

体を鍛える」という意味の “他每天都去健身房健身”《商：347》、“她每周定期去～锻炼”《当：

290》などの学習辞書に見られる用例の有用性が高いと考える。 また、“社区～”《当：290》は

ぜひ導入したい用例であるが、中国の現在の地域社会の情勢を踏まえ、学習者に対する解説が

必要となろう。

３．３　奥运会 Àoyùnhuì

「オリンピック」を示す名詞で、語としての意味理解はそれほど難しくない。語中の “奥”

は外来語の音訳であるが、このようなタイプの語の教育における導入は、中国語の外来語では

音訳がなされることがあり、漢字は当て字であり、字義からの類推はおおよそ不可となること

を教える機会となる27）。また、“乌冬面”、“保龄球”、“因特网” などの語も同時に提示して、こ

のような「音訳＋類名」の語が一部に存在することを教えることができる。“奥运会” の語構

成は三音節語の中に一部見られる、所謂「省略型」タイプの語である。“运会” が “运动会” の

省略形であるという知識は簡体字という字体の問題を度外視すれば、「運動会」という日本語

の語彙の存在から、日本語母語話者の学習者にとって、この語の理解を促す知識となり得る。
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構造性は少々異なるが同じ省略型のタイプである語は、１．２で示したテキストに対する調査

では“理工科”、“医药费”、“进出口”、“节假日”、“房地产”、“沙尘暴”などが見られた。その中で、

“节假日”、“进出口”、“房地产” など省略形であるという知識がなければ、誤解につながりやす

いと見られる語はより一層慎重に扱い、詳細な説明を行うことが求められる。

４．三音節語を応用した語彙教育への提言

教育の実践現場における三音節語の具体的な実践例や教育内容及び導入に関する提言につい

ては、同じ三音節語のその他の領域の研究と比較すると少ない状況がうかがえる。管見の限り

では、主に以下の先行研究において提言が見られる。

袁暁今（2014：162⊖167）では、三音節の名詞に対して、「置換法」という方法を提案してい

る。三音節名詞の構造と意味を概論的に学習者に伝えた上で、単音節語基を主とし、二音節語

基を副として、造語力の高い単音節語基の文法機能と意味特徴について詳しく解説を行なう。

二音節語基を可変成分として教員が二音節語基の置き換えを繰り返し、形成した複数の語を一

つのグループとして学習者に提示するという方法を提唱している28）。

张静媛（2022：143⊖146）では、基本的な三音節語についても、外国人学習者のエラーが頻繁

に見られるため、単に語の意味を伝えるだけでは不完全であるとの指摘がなされている。造語、

語構成、語義、文化等の知識を学習者に理解させることが、より深い学習者の理解につながり、

学習者の産出語彙としての習得に役立つとの指摘がある。また比較的新しい類接辞から構成さ

れる三音節語と学習者の学習動機の関係性、ABB形容詞や三音節の慣用語の重要性、中級や

上級レベルの学習者に対する文化的な意味を持つ三音節語の導入についての言及もある。

これらの提言と、これまで分析してきた結果とを踏まえ、主に日本の大学等における日本語

母語話者の中国語学習者を対象とした語彙教育という側面から、以下の４点を提起したい。

４．１　「難易度」から重要語を選定する

多数の三音節語の中で、学習者にとって難易度が高く習得が困難となるタイプの語を教員側

は見極め、教育においてはより強調し、重視する必要がある29）。すでに提示したように多くの

三音節語があるが、実際の教育環境では三音節語のみに限定して教えることは非現実的であ

り、教育的な配慮に基づく優先順位を付けた割り切りが必要になるためである。

袁暁今（2014）で示されているように三音節語の「１＋２」、「２＋１」の構造性を利用し、

一方の成分に着目した教育上の視点がある。本稿では、三音節語を構成する主に二音節の成分

の性質と特徴に基づいて難易度を測定し、重要語を選定するという方法を提案したい。例えば

３．１で述べた “方便面” や “电视剧” のように三音節語を構成する主に二音節の成分が通常、

既習である場合はその二音節語から三音節語を学習することが可能である。二音節の造語成分
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が通常既習であることが想定できる場合は、その三音節語の学習語としての難易度は低くな

る。その一方で、“笔记本”、“服务员” などの三音節語は、学習時は通常、二音節の成分である

“服务”、“笔记” は未習である30）。この場合、学習者は一般的にこれらの三音節語を一つの単体

として総合的に理解せざるを得ない。前者の “方便面” のように成分を分解して、学習し理解

するというプロセスは成し遂げ難い。それゆえ、初出の学習語としての観点から言えば、前者

の “方便面”、“电视剧” のタイプより、後者の “笔记本”、“服务员” のタイプの方が理解と習得

に時間を要し、難易度は高くなると判断できる。

また、学習語としての三音節語を構成する二音節の成分が日本語とおおよそ同形同義語か否

かという点も難易度に大きく関わる。日本語とおおよそ同形同義の場合は、同形異義語、同形

類義語、日中異形語と比較すると全体的に難易度は低下し習得が容易となる。三音節語を構成

する二音節の成分について、通常既習かどうか、日本語と同形同義かという二つの指標を用い

て、日本語母語話者の学習者にとっての三音節語の難易度を判定するなら、下の＜表６＞のよ

うな分類に基づくことが可能となる31）。

＜表６＞

＜表６＞で示したように、難易度は「①→②③→④」の順に高いと見なせる。三音節語

を教える際、もしくは複数ある語の中からいくつかの語を選択して導入する場合、難易度が高

い④のタイプと見なせる三音節語を優先し、かつ注視するのが効果的であると考える。さら

に、この④のタイプの語は、授業においては単にその対訳語を提示するだけでなく、詳細に

説明を行なうなどの工夫ができる。

４．２　日本語の「訳語」を用いて理解を深め、語彙を増やす

三音節語が示す意味は限定的で明確である場合が多く、本稿の２．５で述べたようにその多

義性は二音節語と比較すると少ない。したがって、三音節語の意味理解においては適当な日本

学習語としての三音節語の特徴 語　例 難易度

①  二音節成分が通常は既習で日本語と
同形同義

谈恋爱 电视剧 世界杯 航空信など 低

②  二音節成分が通常は未習（或いは非自
立成分）で日本語と同形同義

便利店 生鱼片 卫生间 实际上など 中

③  二音節成分が通常は既習で、日本語
とは異形語

年轻人 行李箱 总公司 电影院など 中

④  二音節成分が通常は未習（或いは非自
立成分）で、日本語とは異形語

自行车 压岁钱 互联网 工薪族など 高
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語の対訳語が認定できる場合は、最初の段階では対訳語を用いて教えるのが妥当であるケース

が多い。反対に、日本語の対訳語が見当たらない場合は訳語がある語と比較すると、三音節語

の多くは三つの形態素により多層の語義構成がなされるため、意味の理解が困難になること

が多い。このたび筆者が調査した前掲１．２＜表３＞の三音節語の中では、“动物园”、“图书馆”

などの日中同形同義語、さらに “化妆品”、“自助餐”、“西红柿”、“电视剧” などの大半が日本語

の一つの訳語で理解できる。ただ、中には “不要紧”、“年夜饭”、“运动员”、“没关系”、“受欢迎”

など、適確な一つの訳語を用いた説明だけではやや不完全で、学習者の理解を導くことが難し

いと見られる語もあった。これらは学習者にとって語の習得が一段と難しいタイプの三音節語

となり得る。とりわけ初級から中級レベルの学習者にとっては、語彙学習において日本語の訳

語から理解する方法は欠かせないので、教員はより慎重に訳語を当てることが課題となる。教

育実践の場で、このような “不要紧” などのタイプの語の意味を説明する際は、訳語を用いる

と同時に、その他の語義記述の方法の採用が考えられる。「訳語」と併記する形で、前述した

袁暁今（2014）で示されるような「置換法」や、中国国内の対外漢語用学習辞書においてよく

使用される文形式で説明をする所謂「定義法」、語の構成要素の形態素に応じた説明をする「形

態素分析法」などを用いることを一つの方法として提起したい32）。

４．３　文法学習事項との関連性を応用して理解を深める

大学等の中国語の授業で使用される一般的なテキストは、「新出語句」、「本文（会話文）」、

「ポイント（学習項目）」、「練習問題」という４つの主要素から各課が構成されることが多い。

一般的に、「新出語句」において単語を提示し、「ポイント（学習要点）」との箇所では主に３

～４点の文法事項が提示される。テキスト作成の際は、この二つの構成要素は各々その課の本

文（会話文）との整合性に細心の注意が払われる。テキストを使用した教育における学習効率

の向上のため、一方では語彙学習と文法学習の接点を解明する必要がある。つまり、この「新

出語句」と「ポイント」という二つの構成要素の整合性を高めることを課題の一つとして筆者

は認識している。テキストに導入する学習語彙は単音節語や二音節語が圧倒的多数を占めるこ

とは言うまでもないが、ここでは三音節語を基点として、それらと文法領域における学習事項

の関係性について、以下で事例を挙げて述べたい。

三音節語に比較的多く見られる ABB式の形容詞や主に間に “得” や “不” を挿入した形で構

成される補足型の三音節語については、状態形容詞や重ね型、可能補語などの文法論における

事項との関連性が見出せる。また、“拉肚子”、“受欢迎”、“有意思” など「１＋２型」の動目構

造の三音節語については、文法学習事項としての動目構造のフレーズや離合動詞の用法との接

点が見出せる。また、単語かフレーズかという判別では難しい面があるが、三音節語には “想

起来”、“看上去”、“醒过来” など、方向補語の派生義を示し、さらに前の動詞性成分との組み
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合わせが固定的になるタイプが一定量見られる。これらの三音節語の導入については、方向補

語や方向補語の派生義といった文法学習事項との関係性を応用した教育の可能性が模索できる。

このように語彙と文法の接点に着目し、「新出語句」と「ポイント（学習要点）」との整合性

を高めることで、教育全体の効率を向上させることが期待できる。

４．４　文化的背景や社会事情の解説を加えて理解を深める

中国語の一部の学習語は文化義や中国の社会事情を含めて教える必要がある。前述した张静

媛（2022）でも指摘があるように、一部の三音節語についても、とりわけ中級や上級レベル

の学習者に対して、文化や社会的な意味の側面から教育の場において導入するのが効果的であ

る。前掲１．２＜表３＞においても、“情人节”、“奥运会”、“年夜饭”、“公交车”、“互联网”、“压

岁钱”、“自行车” など、中国の文化や社会の面からの意味を具える学習語が多く見られた。こ

の点は、三音節語は名詞が多いという語彙的な性質からある程度は説明が可能であるが、中国

語の造語法における原則として、三音節語は市井文化を示すことに適し33）、またその時の社会

情勢を反映する新語によく見られるという現象からもその根拠が見出せる。

本稿の１．２でも述べたが、筆者がこのたび調査したテキストは日本国内での使用を目的と

しているため、日本の文化を示す “学园节”、“赏樱花”、“机器猫” などの三音節語が見られた。

その一方で、“涮羊肉”、“小皇帝”、“环保袋”、“客套话”、“独生女”、“年味儿”、“沙尘暴” など、

中国の文化や社会情勢を反映したものも見受けられた。これらの三音節語は、テキスト全体の

編成において、会話体や読み物などの形式で示される各課の本文との調整に応じて、テキスト

各課の「新出語句」といった箇所に明示されたものと見なせる。語彙教育や学習の観点から述

べれば、文化や社会的な面の知識と理解が不可欠である三音節語はある程度の語数をリスト

アップして、一つにまとめて明示する方法が考えられる。とりわけ中級以上の学習者の語彙力

向上のための一つの方法として提起したい。

５．おわりに

以上、本稿では中国語の三音節語について、主に語彙論の観点から中国語教育の語彙教育の

効率化と改善を目的とした調査及び考察を行った。学習者参加型の双方向の授業の展開がより

理想的なアプローチであるとする教授法については、大枠の授業運営においては大いに有効性

は認められるが、本稿で指摘したような知識を教授する教授法も、場合によっては大きな意味

を持ち、相応の効果を発揮しうると言えよう。言語要素としての語彙は言語の４技能のすべて

の能力に密接に関わっており、いわゆるコミュニケーション能力の向上を目的とした授業や学

習においても軽視できない。また、旧来の学習者に教授する語彙情報について「ピンイン」と

日本語の「訳語」だけを提示するような語彙教育の方法も、完全に否定はできない。しかし、
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筆者はその２つの教授法のどちらかだけを採用するのではなく、教育実践の場や学習者のレベ

ルに応じて語彙知識を学習者に教授することが必要になるという考えを持っている。まだ不充

分な点も多いが、残された課題を整理しながら継続的に研究に取り組みたい。

注

 １） 厳密に言えば “三字词”「三字語」と言うべきであるが、本稿においては中国の研究・教育界で多用さ

れる “三音节词”「三音節語」と一律に称する。先行研究でも指摘される通り、三音節語の認定は非常に

難しい問題であるが、本稿では「三音節語」の定義や認定の問題は本題としない。

 ２） 三音節語の新語については主に刘楚群（2012）、類接辞については後述の曾立英（2008）、夏中华・姜

敬槐（2013）において調査と記述が見られる。
 ３） 中国語と日本語の三字語の関係性に対して、調査、考察の対象とした研究に盛凱（2014）があり、本

稿において参照した。

 ４） 张静媛（2022：9）には、以下の記述が見られる。

    早在二十世纪六十年代，吕叔湘先生（1963）就在《现代汉语单双音节问题初探》一文中指出了三音

节的语音段落和结构关系，探讨了动宾结构和偏正结构的数量及成词问题。吕先生在文中提出了一些

很有见地的思想，对我们很有启发作用。

 ５） 孙燕（2016：76）には《汉语水平词汇与汉字等级大纲》8822語のうち271語の三音節語があるという

記述がある。

 ６） 既習者用テキストを調査対象とした理由はテキスト間での相違が大きく、また必ずしもガイドライン

に収録されている語が導入されているとは限らないことが予測できたためである。初習用ではテキスト

間で提示される三音節語の個別の例には高い共通性が見受けられ、どのような三音節語の提示があるの

か、ある程度は予測できる。各テキストにおける巻末の語彙索引や各課の新出語句などの箇所に列挙さ

れる語を調査対象とした。

 ７） 《现代汉语词典（第七版）》（商务印书馆）凡例 p. 3より。

 ８） 品詞については、テキストにおける表記や《现代汉语词典（第七版）》などの辞書を参照し、判定した。

また、副詞と形容詞など兼類の語に対しては、それぞれの品詞をカウントした。

 ９） 杨书俊（2016：33）には《现代汉语词典增补本》（商务印书馆）において、見出し語の三音節語5138

語のうち、名詞は4082語であり、79.45％を占めるとのデータが示されている。
 10） 袁暁今（2014）、孟莹莹（2021）には三音節語の語構成について、三音節語の一覧表が付録として提

示されていて、本稿では構造の判定に際して参照した。本稿における調査では、624語のうち、401語が

「２＋１」型であると判定したが、中には判定が難しい例があった。実際は、同じ「２＋１」型の語でも、

さらに語構成の面で何種類かに下位分類ができるが、この問題については今後の課題としたい。

 11） 辞書の「見出し語」ではなく、「用例」の箇所で明示があった語が多数あるが、この数には含めてい

ない。

 12） 簡体字等の字形の差異は同形語かどうかの基準に含めていない。また、张佩珊（2014：12）には、《新

HSK 词汇大纲》の5000語のうち、35語の三音節語の日中同形語があるとの調査結果が示されている。

そのうち、同形同義語が30語、同形類義語が４語、同形異義語が１語であるとの指摘がある。
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 13） 《现代汉语词词典》（商务印书馆）などの一般辞書や《博雅汉语》、《发展汉语》などの対外漢語教育用

の主要な教材に対する三音節語に関する調査は中国国内で多数発表されている。本稿でこの２冊を対象

とした理由を以下で述べる。《当代学习汉语词典》は近年出版され、意味項の立て方や外国人の学習者

に適した語義記述がある点、評価が高い辞書で、筆者も普段の教育や研究の中で常用しているためであ

る。また、《商务馆学汉语词典》は中国国内で出版された学習辞書の中では、比較的古いが、当該辞書

を専ら対象とした研究も多数見られ、認知度が高い辞書であるためである。

 14） “怪不得”（动）（副）《当》など、兼類の語はそれぞれをカウントした。また、品詞の表記がない例に

ついては、「その他」とした。

 15） 例えば、杨书俊（2016：300⊖31）では、構造と階層の観点から計９つのタイプの三音節語が提示され

ている。また、能力の向上が認められるとの筆者の判断は、万艺玲（2010：203）等で示されている「形

態素分析法」が語彙教育法の一つとして、また学習辞書における語義記述の方法の一つとしても確立し

ていることを根拠としている。

 16） 対外漢語教育に従事する教師用の指南書である《汉语基本知识词汇编：13》に以下のような三音節の

語構成に関する記述がある。

    有时，一个语素先跟另一个语素组合成语素组，然后再与其他语素结合成词。有的语素组本身也可独

立成词。（中略）只是此时并不以词的身份出现，而是作为词的内部组成成分出现的。有的语素组自

身并不能单独成词。（中略）只是词的组成成分，还需要再跟其他语素一起结合成词。

 17） 袁暁今（2014：48）は、このような成分を「組合語基」と称している。三音節名詞の常用語の約２割

弱はこの「組合語基」が占めているとの指摘が見られる。
 18） 张静媛（2022：82）では、付加型の三音節語の新語について以下のような記述がある。

    检索《中国语言生活状况报告》（2011⊖2021）发布的媒体新词语中所有的三音节词语，并进一步探究

新词语的结构类型，我们可以发现三音节新词语的结构类型中有一个明显的特征是附加式三音节新词

语的数量很多，仅次于定中偏正型结构（以下略）。

 19） 夏中华、姜敬槐（2013）は2007～2011年、张静媛（2022）では2011～2021年までの調査結果が示さ

れている。

 20） 造語成分としての接辞自体が日本語と同形のものが存在するかどうかという観点の他、語内の他の成

分との組み合わせで、日本語とは異なる点にも注意が必要である。例えば、“风” という接尾辞的な成分

は日本語にもあるが、中国語のとりわけ三音節語の “吃喝风”、“浮夸风”、“山寨风” といった語形は日本

語にはない。この点から見ると学習者にとっての難易度は高まると言える。

 21） 赵新・李英主编（2009）を調査対象とした理由は、数多くある対外漢語教育向けの類義語辞典の中で、

最も弁別内容が豊富で、学習書としての有用性が高いと判断したためである。全体的に類義語辞典にお

ける三音節語の収録が少ないため、もう一冊は辞書の分量がより大きく、見出し語が多い国内の母語話

者向けの学習者も対象に含めた、佟慧君・梅立崇主编（2002）を使用した。

 22） 類義語辞典と同様に、一冊は対外漢語教育向けとして筆者が最も適していると判断した张志毅・张庆

云（2008）を調査対象とした。さらに、もう一冊は辞書の分量が大きく、国内の母語話者向けの学習者

も対象に含めた、朱景松主编（2014）を使用した。

 23） 反義語の一方の語が二音節の語である例や、末尾が “儿” で構成される語も含めた。また同書には

3000組余の反義語を収録するという記載が見られる。
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 24） 王惠（2009：124）には以下のような指摘が見られる。

    综合考察多义词的义项与词长 , 我们发现 , 随着词长增加 , 多义词的平均义项数以及最多义项数都存

在明显的下降趋势。

  また、焦子桓・艾红娟（2020：106）には、以下のような意味項に関する記述が見られる。

   100核心词在《商务馆学汉语》中共有330个义项，平均每个词有３.３个。

 25） 《当代汉语学习词典》の “老太太”（366頁）、“加油站”（277頁）より引用した。

 26） 《当》には “家庭～” という用例がある点から、必ずしも「スポーツジム」や「フィットネスジム」と

いう訳語は適確ではないケースがある。

 27） 完全な音訳としての当て字ではなく、若干意味的な作用をもたらす例もあることはよく知られている。

 28） さらに本方法の具体例として単音節語基の “片” を取り上げ、実践の現場で導入するため詳細なモデ

ルの提示がなされている。また、造語力が高い単音節語基で構成される三音節名詞であっても、一般的

な学習辞書による収録状況がよくないことを指摘し、学習者の需要に基づき、この点をカバーするため

の「語尾辞典」、「語頭辞典」、「語彙集」などの辞書や語彙リストの参考書の作成が課題であるとの見解

が示されている。

 29） 方绪军（2008：34⊖50）では語学教育や学習において語の難易度を決定する要素に対して、以下のよ

うに大きく三つの分類がなされている。①「語句自身が持つ語彙的性質」②「教育内容、方法による影響」 

③「学習者自身が持つ要素」。本稿で取り上げた難易度の基準は、「語句自身が持つ語彙的性質」の範囲

内のもので、上述した②と③の視点は含めていない。また朱志平（2014：34⊖46）では、主に意味と語

用面の10以上の難易度を測定する指標が示され、その多様さと複雑が指摘される。筆者は本稿において

このような先行研究における難易度に関する知見を前提にしているが、この中のおおむね「字義（形態

素義）の類推」「同形語の干渉」のみを指標とし難易度を測定した過ぎず、語の全体的な難易度の分類

と絶対的な数値を定めるといったレベルの議論には行き届いていない。

 30） 学習語が既習か未習かという判断は、個々の学習者によって状況は異なるので、本来は明確な決定は

できない。ここでは、本稿１．２で示した筆者によるテキスト調査の結果や HSK語彙ガイドライン等を

基準として、筆者自身が判別したものである。

 31） ここでの対象に含めていないが、“动物园”、“博物馆” など三音節語として日本語と同形同義であると

見なせる例は、さらに難易度は低いと見なせる。また、＜表６＞の語例は、本稿の＜表３＞で示した語

のほか、このたびの筆者のテキスト調査によって得られたものである。

 32） 筆者がこのたび調査したテキストには、“接待处”、“联欢会”、“医药费”、“客套话”、“好意思” など、適

確な一つの訳語での説明が一段と難しい語があった。このようなタイプの語には、そもそも日本語の対

訳を用いた説明はしない方がよいとの見方もできるが、三音節語と日本語の訳語の関係性については検

討課題として、引き続き考察を行ないたい。

 33） 大学生や中国語学習者向けの語彙論テキストである周荐（2016：85）には、“三字格”（80⊖90页）と

いう一節がある。その中に以下のような記述が見られる（日本語訳は筆者による）。

   三字词汇单位的表义机制是与俚俗的市井文化相适应的。

   「三字の語彙単位が示す意味のメカニズムは通俗的な市井文化と互いに適応している。」
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